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王プぐ1じしてしまったどコ'乃4;初
家庭から出るゴミは、多種多様な物質がごちゃ混ぜにされたものが多い0 

それから可燃性ガスができ、表面にでて〈ることもある0 捨てられた電池 
ゴミの中の化学的な物質が、水に溶けて再び飲料水の中で検出される事も〇 

今す ぐ始めよう ープラスチックのコミを減らすため― 

⑥ パック済み食品の購入をできるだけ避けましょう。 

⑥ テイクアウ ト食品のプラスチック容器の大半は、ほんの数分か後には捨てられ 
ます。紙袋で十分では 

⑥ 天然素材との混紡も含め、合成繊維の衣類を避け、天然素材でできた衣類を 

選びましょう。 ピノの回収所 

⑥ プラスチックには耐久性があります。使い 

捨てのものにプラスチックは不要です。 

永久に分解しないプラスチックのかわりに 

微生物で分解するものをク 

土へ戻る 

使用中の缶 

生ゴミ 

生ゴミのリサイクルは、 リ 

サイクルの中でも最も簡単 

であり、家庭でできる唯ー 

の方法である。食物から分 

解して再び食品に戻るサイ 

クルが完了するには、わず 

か2 年しかかからない。 

桑卿聖§磯編‘筆‘裁’ 

使用済みの金属 

金属缶には、スチール、アル 

ミニウム、スズ、鉛その他の 

金属が含まれている。スチー 

ルの缶を保護していたスズメ 

ッキを回収することができる。 

アルミニウムやスズメッキを 

取ったスチールの缶は、溶解 

して再利用することができる。 

スチールや 

アルミの缶 

便川中の 

ガラス 

使用中の紙 

使用済みのガラス 

彩「しいガラスJ」Ii料に使用済みガ 

ラスを加えると、溶解炉の温度 

が低くてりみ、エネルギーの節 

約になる“回収万ノスはカに入 
れるJ」】lII全体の30バーセントま 

で混ぜ込むことがでe るu この 

分は、家庭からのガラスゴミの 

リサイクルで十分まかなえる。 

W「しいガラス 

組の回収所 

使用済みの紙 

回収した紙は、インクを取リ 

除いてから、繊維をばらすた 

めに化学薬品の溶液に浸ける。 

グレードの異なった使用済み 

の紙には、それぞれ異なった 

リサイクル価値がある。たと 

えば事務所からでた紙くずは、 

ほんの少ししか汚れてない上 

質紙なので価値が高い。 

’「しい机 

リサイクル 

リサイクル 

家庭のゴミリサイクル 

混ぜれば 

山を切り崩すために? )c2 
この混合物がゴミ埋立地などで土におおわれると、勝手に腐敗し出し 
から出た水銀や力ドミウムやニッケル、使い残しの溶剤・除草剤など 
ゴミ捨て場はゴミを封じこめるどころか、むしろ汚染源に？ 

今す ぐ始めよう 一家庭のコミを減らす6 つのステップー 

⑨ 台 所 の 生 ゴ ミ 
あらゆる台所のコミは庭の役に立ちます。たまこの殻や胃でさえ、植物にとっては貴重な栄養となり 

ます。 

天 然 繊 維 の 衣 類 

三 ーー ウール、綿、麻はすぺて土に埋めると、すくに分解してしまいます。特にウールは、植物の成長をう 

ながす窒素の素晴らしい供給源となります。 

新 聞 紙 と 段 ボ ー ル 

湿った土や堆肥の山の中に士Il］めると、かなり時間はかかりますが、分解します。 

セルロースからできた製品 
（殺菌剤の入っていない純粋な）壁紙用のセルロースの糊、セロフ ァン、セルロースの充墳剤は、」 

の中で分解します。 

⑥
 

⑥
 

⑥
 

捨てられたコ ミ はどうなるの？ 

過去20年間に缶やびんの残骸はほとんと全世界的に見られるようになりました。こうしたコミは捨てら 

れた後どうなるのでしょうか。自然のプロセスがそれを取り除いてくれるでしょうか。 

答えは、素材によって異なるのです。金属性の缶やカラスのびんは自然に分解してあまり害はありませ 

んが、包装に占める割合をますます増やしているプラスチソクのびんは、あらゆる自然の分解に対して抵 

抗力があり、 
事実上、 不滅の存在です。 

プラスチソクを使わないようにするのは決してたやすいことではありません。 したがって、できるだけ 

早くプラスチソクのうまい使い方、あるいは再生法を見つけだすことがよりよい選択といえるのでは 。 

10年後 

缶は土との接触によって 

非常にゆっくりと分解す 

る。 

5 年後 

缶はつぷれて平たくなり、 

土の中に埋もれる。 

1年後 

塗料はほとんどはがれて 

いるが、それ以外は缶は 

もとのままであるご 

アルミニウム 

缶に使われているアルミニ 

ウムは大気中の酸素に反応 

するが、分解を妨げる駿化 

物の層を表面に作ってしま 

う。アルミのゴミが分解す 

るには、長い年月がかかる。 

10年後 

小さな破片になったガラ 

スは、土の中に埋まって 

害がなくなる。 

5 年後 

ガラスは割れて大きな破 

片になる。 

1年後 

ピンは地表でまだ元のま 

まである。 

ガラス 

ガラスは無害の完全に不活 

性な物質である。化学的に 

はまったく分解しないが、 

細かく砕ける。しかし、土 

に埋まるとこのプロセスも 

多かれ少なかれ止まってし 

まう。 

10年後 

ひとたび土に埋れると、 

プラスチックはほとんど 

永遠に元のままである。 

5 年後 

太陽光線は部分的にプラ 

スチックを分解するが、 

ピンは元のままである。 

1年後 

ビンは捨てられた著とほ 

とんど同じ状態である。 

プラスチック 

ほとんどのプラスチックは、 

紫外線によってある程度分 

解される。これによってび 

んは不透明になりもろくな 

る。しかし、ひとたび土の 

中に埋まると、ほとんどの 

ブラスチックはまったく分 

解しない。 
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準優勝 宝見子供会（写真下4 ) 

男子の部 
優 勝 平原子供会・り 

準優勝 南木子供会 

（写真最下段） 
男女とも、優勝チームは、郡大会に 

出場し、準優勝チームは下田川大会に 

出場します。 
地元はもとより、町をあげてのご声 

援をお願いします。 
惜しくも、敗退した他の子供会のみな 

さんも、来年をめざしての、熱のこも 

った練習を 

いe 力ナダかノ ） 

A＜に A 農真集穆答 
掲示します0 成 

7 I)り「臨婚) L持30～円で 
役場にお出での際は、ぜひご覧下さい。 
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8月4 日回、女子の 

フッ トベースボールは小学校 

男子のソフトボールは中学校・ 
町民球場で子供会夏期スポー 

ツ大会が開かれました。 
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~ロ」 Iコ ノU こ 家 庭 で の 予 定 備 考 

●
・
ー
 日

 

9 :00- 16:00 小・中学校・町民球場 成人スポーッ大会（男子ソフトボール） 社 会 教 育 課 二百十日 精神薄弱者愛護月間 
家出少年発見保護活動及び福祉 
犯罪取締り強化月間 健康増進 

普及運動 がん征圧月間 

無保険（無共済ンぐイクをなくそ 
うキャンペーン 

障害者雇用促進月間 防災の日 

】 

． ’ 
~ 

． ’ 

． ‘ 
~ 

． ’ 

． ’ 
~ 

． ’ 

2 月 】 

3 火 】 

4 水 】 全国障害者雇用促進大会 

5 木 】 

6 金 】 貸 っ 

7 土 】 
1 ってー丁‘) 白露 

国民体育大会夏季大会（- 11) 
8 日

 

． ’ 
~ 

. ‘ . 

、 

金田町 環境美化の日（22日予備日） 福祉課環境衛生係 : 各 行 政 区 

9 月 】 重陽 救急の日 救急医療週間 

10 

 

火
 

13 : 00 - 16 : 00 田川青少年文化ホール 「救急の日の集い ’91] 福祉課環境衛生係 全国下水道促進デー 

: 議 会 議 事 堂 農業委員会 産業労働課産業係 

11 水 】 高齢者交通安全旬間二百二十日 

12 木 】 水路記念日 

13 金 13 : 00 - 14 : 30 総 合 会 館 基本健康診査 福祉課環境衛生係 

14 ① 】 全国都市緑化フエア（-11/11) 

15 日
 

9 :00 - 町 民 会 館 君イTニ芽A. 
円入一1二，本 福 祉 課 福 祉 係 敬老の日 老人福祉週間 

産業廃棄物と生活環境を考える 
全国大会 社 会 教 育 課 9 :00 -12:00 成竹 → 宝見→ 町部 親と子のふれあい探訪 

f電Iミ喜麟 ゴコ慧一 】 振り替え休日 全国海難防止強調運動 

17 火 】 

係
 

生
 

衛
 

j

境
 

，
環
。
 

課
 

祉
 

j

福
J
 

18 水 13 : 30 ~ 14 : 30 総 合 会 館 乳児一斉検診 

子規忌 19 木 】 

20 金
 

0
 

0
 

一
 

一
 

0
 

0
  

ハ目〕 役 場 二 階 集 会 室 乳児相談 福祉課環境衛生係 彼岸入り 動物愛護週間 

学ぶ青年全国集会 航空の日 

21 土 10 : 00 -- ii: 00 稲 荷 神 社 戦没者慰霊祭 社 会 福 祉 協 議 会 秋の全国交通安全運動 

22 日 : 十五夜 

23 月 9 :00 - 赤 池 町 民 グ ラ ン ド 下田川子ども会スポーッ大会 社 会 教 育 課 秋分の日 

24 火 13 : 30 - 14 : 30 町 民 会 館 三種混合予防接種 福祉課環境衛生係 環境衛生週間 結核予防週間 

25 水 10 : 00 ~ 15 : 00 役 場 二 階 集 会 室 心配ごと相談（担当民生委員 南 喜夫氏） 福 祉 課 福 祉 係 

26 木 
． ’ 

~ 
． ’ 

27 金 10 : 00 - 12 : 00 総 合 会 館 健康教室（家庭看護を学ぼう4 ) 福祉課環境衛生係 

28 ① 】 

29 日 : 

30 月 】 間定資産税第三期納期 税 

麟は役場が休みの土曜日です。 備考欄の月間、旬間、週間はそれぞれーケ月間、十日間、一週間をとうして実施されます。 
第7回金田町議会定例会が18日、議会議事堂で開かれる予定です。（会期未定） 
日時未定ですが、夜なべ談議（各専門職種ごとのまちづくり懇談会）を開きます。 

※
※
※
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I 

曹 
薫 
墓 

‘冨 

賞 
冒 
蹴 
線‘ 

馴遇選選賎選選賎 
冒 

I 

I 

費 
熱薦卿競可範繊涯譲鰍卿卿繊尋縛夢●繊舞鯛虜冨縛尋譲蹴熱勲熱愚譲譲縛縛 

日金田町敬老会開催町撃蕊ょり日
 

の
 

老
 ⑩

 
高齢者交通安全句間 

(9 月Ii --20日） 

準卿縛縛裾競縄鱗欝卿卿餌’熱愛鱗I瓶 雄

9 月15日、金田町にお住まいのお年寄りの長寿を 

祝う議敬老会I が、町民会館で開かれます。 
今年の該当者は、大正10年9 月15日以前に生まれた 

方で、満70才以上の方々です。 
午前9 時から受付を始め、10時から式典を始めます。 

演芸など、催しものをたくさん用意していますので、 

ぜひ、お出で下さい。 
今年、金婚式をむかえるご夫婦、福祉課までこ連絡を．ク 

,"'" 

雄鱗鱗き，競買卿卿 

1
ノ 

早
目
に
 

国
民
年
金
へ
加
入
を
 

III 

皆
さ
ん
、
こ
存
知
で
す
か
。
 

こ
ん
な
に
多
く
の
年
金
が
、
金
 

田
町
の
受
給
者
に
…
…
。
 

老
齢
年
金
 

7
3
6

件
 

一
一
」
ハ
五
、
八
四
四
、
二
〇
〇
円
 

障
害
年
金
 

1
3
4

件
 

一
〇
六
、
九
六
〇
二
〇
〇
円
 

遺
族
年
金
 

2
5

件
 

一
」
ハ
、
四
三
七
、
五
〇
〇
円
 

老
齢
福
祉
年
金
 

1
5
2

件
 

五
一
一
、
九
八
七
、
二
〇
〇
円
 

毎
日
の
生
活
が
こ
の
年
金
で
 

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方
 

は
、
お
互
い
に
助
け
合
う
た
め
 

に
も
、
早
目
に
加
入
し
ま
し
ょ
 

”つ。 
40 

才
以
上
の
方
 

基
本
健
康
診
査
を
 

〇
日
 

時
 

13 

日
岡
 

1
時
 30 

分
、
2

時
 30 

分
 

受
付
 

〇
場
 

所
 

総
合
会
館
 

〇
検
診
項
目
 

肝
機
能
・
心
電
 

図
・
眼
底
検
査
な
ど
 11 

項
目
 

〇
該
 
当
 
者
 

40 

才
以
上
 

j
 

〇
料
 

金
 

6
0
0

円
 

〇
お
ね
が
い
 

つ
り
銭
の
い
ら
 

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
 

す
。
健
康
手
帳
を
持
っ
て
 

い
る
人
は
、
そ
の
手
帳
も
 

持
っ
て
き
て
下
さ
い
。
 

〇
問
い
合
せ
 

福
祉
課
環
境
衛
生
係
 

I
 

お
知
ら
せ
 

児
童
手
当
制
度
改
正
 

来
年
1

月
1

日
よ
り
、
児
童
 

手
当
の
支
給
年
齢
及
び
手
当
の
 

額
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
 

①
今
年
の
1

月
2

日
以
降
に
第
 

一
子
と
し
て
生
ま
れ
た
児
童
も
 

新
た
に
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
 

り
ま
す
。
 

②
受
給
で
き
る
期
間
は
、
満
三
 

才
の
誕
生
月
ま
で
で
す
。
 

こ
れ
ら
改
正
に
よ
り
、
現
在
 

受
給
さ
れ
て
い
る
児
童
手
当
の
 

年
齢
基
準
と
金
額
が
次
の
と
お
 

り
変
更
と
な
り
ま
す
。
 

①
昭
和
 60 

年
4

月
2

日
、
 

61 

年
 12 

月
 31 

日
生
ま
れ
 

※
平
成
3

年
 12 

月
ま
で
支
給
 

②
昭
和
 62 

年
1

月
1

日
、
 

62 

年
 12 

月
 31 

日
生
ま
れ
 

※
平
成
4

年
の
五
歳
の
 

誕
生
月
分
月
分
ま
で
支
給
 

③
昭
和
 63 

年
1

月
1

日
、
 

63 

年
 12 

月
 31 

日
生
ま
れ
 

※
平
成
4

年
 12 

月
ま
で
支
給
 

④
昭
和
 64 

年
1

月
1

日
、
 

平
成
元
年
 12 

月
 31 

日
生
ま
れ
 

※
平
成
5

年
の
四
歳
の
 

誕
生
月
分
ま
で
支
給
 

⑤
平
成
2

年
1

月
1

日
、
 

2
年
 12 

月
 31 

日
生
ま
れ
 

※
平
成
5

年
 12 

月
ま
で
支
給
 

⑥
平
成
3

年
1

月
1

日
以
降
 

※
三
歳
の
誕
生
月
分
ま
で
支
給
 

（
児
童
手
当
の
月
額
は
）
 

①
第
一
子
 
五
、
〇
〇
〇
円
 

②
第
二
子
 

五
、
〇
〇
〇
円
 

③
第
三
子
一
〇
、
〇
〇
〇
円
 

（
手
続
き
の
受
付
は
）
 

11 

月
か
ら
、
第
一
子
の
み
手
 

続
き
が
必
要
で
す
。
 

〇
問
い
合
せ
 

福
祉
課
福
祉
係
 

魯
協
 

「

o

o
小
 

ー
I
I
 

ア
イ
ラ
ブ
カ
ナ
ダ
フ
ェ
ス
タ
 

農

産

物

・

完

売

 

八
月
一
 
・
二
日
の
ア
イ
・
ー
フ
 

ブ
・
カ
ナ
ダ
・
フ
ェ
 
ス
タ
が
開
 

か
れ
た
時
に
、
町
内
の
農
家
の
 

方
々
の
ご
厚
意
に
よ
り
提
供
し
 

て
い
た
だ
き
ま
し
た
農
産
物
は
、
 

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
完
売
 

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
売
り
上
 

げ
金
二
万
円
を
、
雲
仙
普
賢
岳
 

噴
火
災
害
救
援
金
と
し
て
、
西
 

日
本
新
聞
民
生
事
業
団
に
寄
託
 

し
ま
し
た
の
で
、
お
礼
と
報
告
 

を
い
た
し
ま
し
た
。
 

免
除
を
受
け
た
保
険
料
は
 

追
納
で
き
ま
す
 

I

l

ノ
 

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
 

を
免
除
さ
れ
て
い
た
期
間
は
、
 

10 

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
 

ら
納
め
る
（
追
納
）
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
 

追
納
は
古
い
免
除
期
間
か
ら
 

順
次
行
い
ま
す
。
（
古
い
期
間
を
 

残
し
て
、
最
近
の
免
除
期
間
だ
 

け
の
追
納
は
で
き
ま
せ
ん
。
）
 

追
納
を
す
る
と
、
保
険
料
納
付
 

済
期
間
と
な
り
ま
す
が
、
免
除
 

の
ま
ま
の
期
間
は
、
将
来
老
齢
 

基
礎
年
金
の
額
が
三
分
の
ー
と
 

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

ぜ
ひ
追
納
し
て
、
満
額
の
年
 

金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
お
す
す
 

め
し
ま
す
。
 

追
納
を
お
考
え
の
方
は
、
住
 

民
課
国
保
年
金
係
へ
お
越
し
下
 

さ
い
。
 

（
平
成
3

年
中
に
追
納
の
場
合
）
 

免除期間 
加算額 

（月額） 
追納額 

（月額） 

56年度 \ 4 ,500円 

57 1/ \ 5,220 

58 ii \ 5,830 

59 /1 \ 6,220 

60 Ii \ 6,740 
61 II ~'240円 8,340 

62 II 840 8,240 

63 II 420 8, 120 

元 ガ 0 8,000 

2 ガ 0 8,400 

」 

七
月
一
日
付
で
、
植
高
勇
太
一
 

」
郎
氏
が
自
衛
官
応
募
相
談
員
に
一
 

」
任
命
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
自
衛
一
 

」
隊
に
関
す
る
事
は
、
相
談
員
ま
で
一
 

健
全
育
成
標
語
入
選
作
 
あ
い
さ
つ
な
人
と
人
と
を
つ
な
げ
る
パ
イ
t

フ
 

金
田
中
ニ
年
 
和
 

(Na 242号） 1
 

健
全
育
成
標
語
入
選
作
 
す

な

お

な

な

で

 

童
謡
ま
つ
り
 

・m

赤
池
ー
 

赤
池
町
で
は
、
 
10 

月
中
旬
よ
 

り
 11 

月
上
旬
ま
で
 
『
童
謡
ま
つ
 

り・m

赤
池
』
 
の
イ
ベ
ン
ト
の
ー
 

つ
と
し
て
、
 

「
こ
ど
も
の
歌
 

作
詞
・
作
曲
」
と
 
「
ほ
の
ぽ
の
 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
 
の
募
集
を
 

し
て
い
ま
す
。
募
集
規
定
は
、
 

「
お
と
な
の
部
」
と
「
子
ど
も
 

の
部
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
 

《
こ
ど
も
の
歌
 

作
詞
・
作
曲
》
 

o
応
募
作
品
 

(A

部
門
）
詩
の
み
の
作
品
 

(B

部
門
）
詩
に
旋
律
を
付
 

け
た
作
詞
・
作
曲
の
作
品
 

o
応
募
方
法
 

①
A

部
門
 

期
字
詰
原
稿
用
 

紙
に
縦
書
き
で
詩
を
書
 

く
こ
と
。
 

②
B

部
門
o

五
線
紙
の
メ
ロ
 

デ
ィ
ー
の
下
に
歌
詞
を
 

書
く
こ
と
。
 

o
カ
セ
 
ッ
ト
テ
ー
 

プ
に
吹
き
込
ん
だ
場
合
 

は
、
別
に
詩
だ
け
期
字
 

詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き
 

で
書
く
こ
と
。
 

※
原
稿
に
は
、
作
詞
者
・
作
 

曲
者
の
住
所
・
氏
名
・
年
令
 

電
話
番
号
を
明
記
し
て
下
さ
 

．

 

、
 
。
 

・・v 
o
応
募
資
格
 
制
限
あ
り
ま
せ
 

ん
 。

 

o
応
募
メ
切
 

9
月
 13 

日
岡
 

o
入
選
竹
品
の
発
表
・
表
彰
 

日
時
 

11 

月
3

日
回
 

場
所
 

赤
池
町
同
和
対
策
 

中
央
研
修
所
 

o
送
 
り
 
先
 

〒

8

2

2

1

1

1

 

赤
池
町
大
字
赤
池
卿
 

赤
池
町
民
会
館
 

「
こ
ど
も
の
歌
」
募
集
係
 

《
ほ
の
ぽ
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
》
 

⑥
応
募
作
品
 

カ
ラ
ー
作
品
 

一
人
3

点
ま
で
 

⑥
応
募
方
法
 

①
応
募
作
品
の
裏
面
に
、
住
 

所
・
氏
名
・
年
令
・
電
 

話
番
号
・
画
題
・
デ
ー
 

タ
を
記
入
し
た
応
募
票
 

を
貼
付
 

②
入
選
者
以
上
に
は
、
ネ
ガ
 

の
提
出
を
願
い
ま
す
。
 

⑥
資
格
等
は
《
こ
ど
も
の
歌
》
 

と
同
じ
で
す
。
 

o
問
合
せ
先
 

切
童
謡
ま
つ
り
m

赤
池
 

実
行
委
員
会
 

圏
4
1
0
0
 

平
成
4
年
度
学
生
募
集
 

ー
デ
ン
タ
ル
 

ハ
イ
ジ
ニ
ス
ト
ー
 

「
ハ
イ
」
と
返
事
 

社
団
法
人
田
川
歯
科
医
師
会
 

が
昭
和
 59 

年
度
よ
り
開
校
し
た
 

『
田
川
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校
』
 

は
、
筑
豊
地
区
で
唯
一
の
歯
科
 

衛
生
士
の
養
成
機
関
で
す
。
 

次
の
と
お
り
平
成
4

年
度
の
 

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
推
薦
入
学
 

m
願
書
受
付
 

10 

月
 28 

日
、
 11 

月
8

日
 

②
試
 
験
 
日
 

11 

月
 18 

日
囲
 

▽
一
般
入
学
 

（
一
次
募
集
）
 

m
願
書
受
付
 

平
成
4
 年 

1
月
 13 

日
、
1

月
 24 

日
 

②
試
 
験
 
日
 

2
月
2

日
同
 

（
二
次
募
集
）
 

m
願
書
受
付
 

平
成
4

年
 

2
月
 17 

日
、
3

月
 14 

日
 

②

試

験

 日
 

3
月
 19 

日
困
 

▽
問
合
せ
先
 

（
学
校
）
 

容
関
9
0
8
0
 

片
江
欣
夫
講
演
会
へ
の
 

お
さ
そ
い
ー
 

西
日
本
新
聞
社
社
友
 

『片 

江
欣
夫
』
 
氏
の
講
演
会
が
あ
り
 

ま
す
。
 

☆

テ

ー

マ

 

こ
れ
か
ら
抜
け
る
 

田
川
の
未
来
像
 

☆
と
 

き
 

10 

月
2

日
困
 

☆
と
こ
ろ
 

18 

時
 30 

分
、
 

田
川
青
少
年
 

文
化
ホ
ー
ル
 

☆
入
場
は
無
料
で
す
。
 

田
 

渚
 

ー
 

J

金
田
小
四
年
 

j

） 

』
 

メ
ユ
 ー

ノ

 

I

/J 

☆
問
合
せ
先
 

田
川
信
用
金
庫
 

信
友
会
事
務
局
 

容

囲

4

0

4

0

 

北
九
州
職
業
訓
練
短
大
 

11 

平
成
4
年
度
学
生
募
集
し
 

ロ
募
集
定
員
 

機
械
シ
ス
テ
ム
系
 

40 

名
 

居
住
シ
ス
テ
ム
系
 

20 

名
 

デ
ザ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
系
 

20 

名
 

電
気
・
電
子
シ
ス
テ
ム
系
 

20 

名
 

情
報
シ
ス
テ
ム
系
 

40 

名
 

口
応
募
資
格
 
高
等
学
校
卒
業
 

者
、
来
年
3

月
見
込
の
者
 

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
 

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
 

口
推
薦
入
試
 

田
願
書
受
付
 

11 

月
5

日
ー
 11
 

月
 15 

日
 

②
試
 
験
 
日
 

11 

月
 28 

日
困
 

口
一
般
入
試
 

m
願
書
受
付
 
平
成
4

年
 

1
月
 13 

日
、
1

月
 31 

日
 

②
試
 
験
 
日
 

2
月
 13 

日
困
 

ロ
試
 
験

地

 
福
岡
市
・
 

北
九
州
市
他
9

ケ
所
 

口
募
集
要
項
請
求
先
・
 

問
合
せ
先
 

ロ
 

！JJ 

【【A 

一、 

一・ 

日
 

一 

‘人 

o
切
手
知
円
分
を
同
封
の
う
 

え
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
 

〒
8
 n
U

つ、U 

北
九
州
市
小
倉
南
区
 

志
井
価
1
1
 

北
九
州
職
業
訓
練
 

短
期
大
学
校
 

容

0

9

3

鰯

0

1

2

5

 

一
暴
力
団
に
関
す
る
 

一 

情
報
・
相
談
は
 

r
ー
民
事
介
入
暴
力
特
別
相
談
所
へ
ー
 

暴
力
団
は
皆
さ
ん
の
ガ
目
ガ
 

と
ガ
耳
ガ
を
恐
れ
て
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
そ
の
ガ
情
報
ガ
が
暴
 

力
団
壊
滅
の
第
一
歩
で
す
。
 

暴
力
団
、
暴
力
団
と
親
し
く
 

し
て
い
る
者
、
 
ェ
セ
右
翼
等
が
 

「
債
権
取
立
」
 

「
金
銭
貸
借
」
 

「
不
動
産
取
引
」
「
企
業
倒
産
」
 

「
交
通
事
故
示
談
」
な
ど
の
 

民
事
介
入
で
困
っ
て
い
る
方
、
 

専
門
の
警
察
官
・
弁
護
士
が
無
 

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
0
 

◇
日
 

時
 

9
月
 13 

日
岡
 

10 

時
、
 16 

時
 

◇
場
 

所
 

飯
塚
市
新
飯
塚
 

0

‘
ー
八
U
 

n
ノロ 

（
く
u
 

立
岩
公
民
館
加
視
聴
覚
室
 

容
0
9
4
8

圏
6
0
0
0
 

《
 一

一
「
一
 、 《

 
ノ
 、 

、
 

を
 

,
 

讐
 

か
 

、
 

画
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県
政
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ア
イ
 

参
加
者
募
集
 

福
岡
県
で
は
、
県
政
に
接
す
 

る
機
会
の
少
な
い
女
性
を
対
象
 

に
、
県
政
に
対
す
る
関
心
を
深
 

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
町
村
 

単
位
に
よ
る
施
設
見
学
会
（
県
 

政
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ア
イ
）
を
次
 

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
 

県
内
の
女
性
の
方
、
多
数
参
加
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

o
募
集
人
員
 

45 

名
 

o
応
募
期
間
 
、
 30 

日
囲
ま
で
 

（
当
日
消
印
有
効
）
 

o
参
加
費
用
 
無
料
（
昼
食
付
）
 

日 時 フー ー マ 見 学 施 設 出発時間等 

10月23日 

困 

―福祉― 

地域で生きるために 

福岡県身体障害者 

リハビリテーションセンター（古賀町） 

奈多創生園（福岡市東区） 

9時30分 小倉発 

16時30分 着 

10月29日 

(刈 

―文化― 

伝えていきたい 

古来のいぶき 

九州歴史資料館（太宰府市） 

大濠公園能楽堂・日本庭園 

（福岡市中央区） 

9 時30分久留米発 

16時30分 着 

11月1日 

岡 

ー環境― 

わたしたちの環境 

衛生公害センター（太宰府） 

県南婦人センター（柳川市） 

柳川掘割 

9 時15分 天神発 

17時 着 

11月7日 

困 

一青少年育成― 

子どもの夢を体感！ 

国立夜須高原少年自然の家 

（夜須町） 

青少年科学館（久留米市） 

9 時30分 飯塚発 

16時30分 着 

に、住所・氏名・年令・電話番号・希望日時を 
し込んで下さい。 

岡市博多区東公園7一7 県広報課広聴係 
092-651--lill （内線2385) 

応募方法 往復ハガキ 
記入し、申 

応 募先 〒812 福 
容 

O
 

。
 

福
岡
o

ハ
ワ
イ
 

姉
妹
提
携
 10
 

周
年
 

今
年
、
福
岡
県
と
ア
メ
リ
カ
 

ハ
ワ
イ
州
は
姉
妹
県
州
の
提
携
 

を
結
ん
で
 10 

年
を
迎
え
ま
す
。
 

こ
の
 
10 

周
年
を
記
念
し
、
県
州
 

民
の
友
好
親
善
を
深
め
る
た
め
 

秋
に
は
相
互
に
各
種
の
イ
ベ
ン
 

ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
 

特
に
、
 
10 

月
下
旬
に
は
ハ
ワ
 

イ
州
知
事
一
行
と
共
に
、
 
ハ
ワ
 

イ
の
小
学
生
を
中
心
と
し
た
フ
 

ラ
チ
ー
ム
が
福
岡
県
を
訪
れ
、
 

県
内
各
地
で
の
公
演
を
予
定
し
 

て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

⑨
公
演
予
定
 

10 

月
 27 

日
回
 

11 

時
、
 11 

時
 45 

分
 

久
留
米
岩
田
屋
 

15 

時
、
 15 

時
 45 

分
 

福
岡
ソ
ラ
リ
ア
プ
ラ
ザ
 

10 

月
 28 

日
囲
午
後
 

グ
リ
ー
ン
・
 

ル

ネ

ッ

サ

ン

ス

 

北
九
州
 91 

⑥
問
合
せ
先
 

県
企
画
振
興
部
 

容

0

9

2

 (651）企 
‘・1

‘ー‘1

‘ー 

第

筑

豊

さ

わ

や

か

 

回

マ

ラ

ソ

ン

へ

と

う

そ

 

「
筑
豊
さ
わ
や
か
マ
ラ
ソ
ン
」
 

は
、
勤
労
者
の
心
身
の
健
康
増
 

進
と
健
全
な
余
暇
活
動
の
機
会
 

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
今
年
 

で
第
3

回
目
を
迎
え
ま
す
。
次
 

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
 

広
く
町
民
の
み
な
さ
ん
に
参
加
 

を
呼
び
か
け
ま
す
。
 

⑥
開
催
日
時
 

11 

月
 17 

日
回
 

8
時
 20 

分
受
付
開
始
 

⑨

コ

 
ー
 

ス
 

飯
塚
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
 

・
ー
 
・
ト
I
 

⑨
種
 

・
ゴ
ー
ル
と
す
る
周
辺
 

目
 

男
女
と
も
に
 

5

廟
・
 
10 

畑
 

年
代
別
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

た
だ
し
、
女
子
 10 

而
の
み
 

年
代
区
別
な
し
 

⑨
募
集
人
員
 
勤
労
者
期
円
 

⑨
参
 
加

料

 
一
人
1
5
0
0
名
 

（
保
険
料
含
む
）
 

⑥
申
込
期
限
 

、
 10 

月
 15 

日
回
 

（
当
日
消
印
有
効
）
 

※
定
員
な
り
次
第
メ
切
り
 

当
日
の
申
込
み
は
受
け
付
 

け
ま
せ
ん
。
 

⑥
問
合
せ
先
 

筑
豊
労
働
福
祉
事
務
所
 

0
9
4
8
 22 

1
1
4
9
 

福
岡
県
労
働
金
庫
 

田
川
支
店
 

44 

4
1
0
0
 

⑥
申
込
み
先
 

〒
8
1
2
 

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
 

7
‘
ー
ー
［
I
 

福
岡
県
労
働
部
 

労
働
福
祉
課
内
 

コ
現
豊
さ
わ
や
か
 

マ

ラ

ソ

ン

』

 

実
行
委
員
会
事
務
局
 

容

0

9

2

眼
 

（
内
線
3
 

容

0

9

2

閲
 

'1 

1
1

！ー
 

7
1
5
)
 

'1 

n
U
n
U

'4 

災
害
復
興
住
宅
 

資
金
融
資
の
お
し
ら
せ
 

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
7

月
 

27 

日
の
大
雨
に
よ
り
擢
災
さ
れ
 

た
方
へ
住
宅
の
建
設
・
購
入
資
 

金
、
補
修
資
金
の
融
資
を
行
い
 

ま
す
。
 

●
募
集
期
間
 

、
 10 

月
4

日
 

●
問
合
せ
先
 

住
宅
金
融
公
庫
 

福
岡
支
店
 

容

0

9

2

 (722) 
に
J
0
 
1・
→
‘
1
 

ま
た
は
、
 

住
宅
金
融
公
庫
事
務
 

取
扱
店
 

※
役
場
入
口
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
 

も
、
リ
レ
フ
を
置
い
て
い
ま
す
 

の
で
、
来
庁
の
折
に
で
も
ど
う
 

ぞ
手
に
と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

健
全
育
成
標
語
入
選
作
あ
い
さ
つ
柳
る
ほ
と
広
が
る
み
ん
な
の
町
ー
金
田
小
五
年
 
久
 
富
 
香
 
樹
 

健
全
育
成
標
語
入
選
作
 
た
れ
と
一
、
も
あ
い
さ
（
ン
か
わ
す
あ
か
る
い
心
 
金
田
小
三
年
 
森
 

野
 
真
 
介
 

第
四
回
金
田
町
少
年
の
主
張
大
会
⑦
 

水
 

を
 

守
 

ろ
 

僕
が
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
、
 

水
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
番
組
 

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
番
組
で
 

は
、
今
の
水
は
飲
ま
な
い
方
が
 

い
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
と
 

く
に
、
外
国
の
水
の
こ
と
を
言
 

っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
 

水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
黄
色
 

い
水
が
出
て
く
る
の
で
す
。
近
 

く
に
工
場
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
 

き
た
な
い
水
が
ど
ん
ど
ん
捨
て
 

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
会
社
 

で
そ
れ
ら
を
調
べ
て
み
る
と
、
 

信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
 

の
細
菌
や
、
さ
び
か
ら
出
来
た
 

茶
色
い
鉄
分
が
た
く
さ
ん
含
ま
 

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
住
ん
 

で
い
る
人
達
は
何
を
飲
ん
で
生
 

活
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

こ
こ
の
人
達
は
や
は
り
、
 
こ
の
 

水
を
飲
ん
で
生
活
し
て
い
る
の
 

で
す
。
 

し
か
し
、
今
の
ま
ま
の
水
で
 

は
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

金
田
中
二
年
 

そ
こ
で
、
そ
の
人
達
は
、
自
分
 

の
家
に
浄
水
場
の
よ
う
な
棚
を
 

作
っ
て
水
を
き
れ
い
に
し
て
い
 

る
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
水
 

を
一
度
ふ
っ
と
う
さ
せ
て
、
そ
 

れ
か
ら
飲
む
の
で
す
。
こ
の
よ
 

う
に
し
て
水
を
き
れ
い
に
し
な
 

け
れ
ば
、
水
は
飲
め
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
こ
の
水
は
何
故
こ
 

ん
な
に
汚
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
 

う
か
o

を
の
ん
か
か
厨
因
か
一
 

つ
に
、
工
場
か
ら
捨
て
ら
れ
る
 

工
場
排
水
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
 

排
水
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
物
 

質
が
含
ま
れ
て
い
て
、
こ
の
水
 

を
飲
む
と
身
体
が
悪
影
響
を
受
け
 

ま
す
。
そ
の
他
に
も
原
因
が
考
 

え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
こ
 

の
人
達
が
川
に
ゴ
ミ
や
食
べ
物
 

の
か
す
を
捨
て
る
と
い
う
こ
と
 

で
す
。
少
し
の
ゴ
ミ
や
食
べ
か
 

す
な
ら
自
然
の
力
で
ど
う
に
か
 

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
大
量
に
 

ふ
え
る
と
、
自
然
の
力
で
処
理
 

す
る
こ
と
は
、
も
う
出
来
ま
せ
 

ん
。
特
に
食
べ
か
す
は
、
 

「ゴ 

、
、
、
の
集
ま
っ
て
い
る
岸
に
着
く
 

と
腐
れ
た
り
カ
ビ
が
生
え
た
り
 

し
ま
す
。
腐
れ
る
と
い
う
こ
と
 

は
、
細
菌
が
生
れ
る
と
い
う
こ
 

、つ 
つ
 
つ
み
 

堤
 

た
か
 

ひ
ろ
 

享
 

寛
 

と
で
す
。
そ
し
て
、
 
こ
の
細
菌
 

が
大
量
に
繁
殖
し
川
に
流
れ
こ
 

む
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
細
菌
 

が
川
に
流
れ
こ
む
と
ど
う
な
る
 

の
で
し
ょ
う
か
。
川
は
細
菌
で
 

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
そ
う
 

す
る
と
川
は
よ
ご
れ
、
作
物
や
 

そ
の
水
を
飲
む
人
に
も
悪
い
影
 

響
を
及
ぽ
し
ま
す
。
 

最
後
の
原
因
と
し
て
、
こ
こ
 

の
人
達
が
排
水
路
や
川
を
掃
除
 

し
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

も
し
、
ゴ
ミ
や
細
菌
が
ふ
え
 

て
も
、
掃
除
す
れ
ば
川
は
き
れ
 

い
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
の
人
達
 

は
川
を
掃
除
し
な
か
っ
た
こ
と
 

に
よ
っ
て
、
よ
ご
れ
た
水
を
飲
 

む
は
め
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
 

た。 こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
現
象
は
 

私
達
の
周
り
に
た
く
さ
ん
見
ら
 

れ
ま
す
。
よ
そ
の
国
の
こ
と
な
 

ど
と
思
っ
て
平
気
で
い
る
こ
と
 

は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
そ
の
 

ま
ま
、
日
本
の
問
題
、
福
岡
の
 

問
題
、
金
田
の
問
題
で
あ
る
と
 

思
い
ま
す
。
 

毎
日
の
生
活
の
中
で
一
人
一
 

人
が
一
」
の
よ
ー
つ
な
一
」
と
を
少
し
 

気
に
か
け
て
生
活
す
る
な
ら
ば
 

汚
れ
た
水
も
き
っ
と
き
れ
い
に
 

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
ー
つ
か
。
 

「
堤
 

享
寛
」
君
は
、
父
 

堤
 

英
昭
、
母
 

ェ
ッ
子
さ
ん
 

の
二
男
と
し
て
昭
和
五
三
年
一
 

月
三
一
日
に
生
ま
れ
、
二
人
兄
 

弟
で
、
大
字
神
崎
五
七
一
番
地
 

の
二
（
南
木
）
に
住
ん
で
い
ま
す
。
 

（
平
成
3

年
2

月
4

日
総
合
会
 

館
で
の
大
会
に
て
発
表
さ
れ
た
 

も
の
で
す
。
）
 

ー
 

金
田
の
問
題
で
あ
る
」
と
書
い
 

て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
と
 

お
り
で
、
今
、
自
身
が
飲
ん
で
 

い
る
金
田
町
の
水
や
水
道
は
ど
 

う
な
っ
て
い
る
か
、
も
し
よ
ご
 

れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
 

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
そ
れ
 

は
池
や
川
で
も
水
に
つ
い
て
は
 

同
じ
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
の
点
 

を
詳
し
く
調
べ
て
、
そ
の
様
子
 

を
書
く
こ
と
が
で
き
た
ら
更
に
 

す
ば
ら
し
い
も
の
に
な
る
こ
と
 

で
し
ょ
”
つ
。
 

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
事
実
 

に
直
接
ふ
れ
た
考
え
方
を
す
る
 

こ
と
が
本
当
の
勉
強
の
基
礎
に
 

な
る
と
思
い
ま
す
。
 

〈成） 

想
〉
 

「水」 

田
中
教
育
長
 

水
は
人
間
に
と
っ
て
、
空
気
 

と
共
に
大
切
な
も
の
で
、
 
テ
レ
 

ビ
で
見
た
外
国
の
汚
れ
の
様
子
 

か
ら
、
な
ぜ
水
が
汚
れ
て
い
く
 

の
か
と
い
う
経
過
を
た
ど
っ
て
 

書
い
て
い
る
点
は
、
た
い
へ
ん
 

科
学
的
な
態
度
だ
と
感
心
し
ま
 

す。 た
だ
大
切
な
点
は
「
こ
れ
と
 

同
じ
よ
う
な
現
象
は
、
私
達
の
 

周
り
に
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
す
。
」
 

と
君
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
 

私
達
（
君
）
自
身
が
「
毎
日
飲
 

ん
で
い
る
水
は
ど
う
な
の
か
」
 

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
点
に
 

つ
い
て
 
「
日
本
の
問
題
…
…
・
・
・
 

そ
れ
は
私
達
の
命
で
す
 

'1
' 

堤
君
が
感
じ
て
い
る
よ
う
に
 

私
達
の
周
辺
の
河
川
も
、
近
年
 

特
に
、
家
庭
か
ら
の
雑
排
水
に
 

よ
る
汚
染
が
急
速
に
進
ん
で
い
 

ま
す
。
金
田
町
の
水
道
は
彦
山
 

川
、
中
元
寺
川
を
水
源
と
し
て
 

い
ま
す
。
不
純
物
を
凝
集
し
た
 

り
、
細
菌
を
な
く
す
た
め
薬
品
 

を
注
入
し
て
、
安
心
し
て
飲
め
 

る
水
を
作
る
た
め
昼
夜
を
問
わ
 

ず
努
力
し
て
い
ま
す
。
私
達
が
 

毎
日
飲
ん
で
い
る
水
を
私
達
自
 

身
が
汚
し
て
い
る
こ
と
に
、
多
 

く
の
人
達
が
早
く
気
づ
い
て
、
 

き
れ
い
な
川
に
し
て
ほ
し
い
も
 

の
で
す
。
 

水
道
課
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⑧
 

『
 
」
 

老

人

 に
 
幸
 
せ
 
を
 

私
は
、
あ
る
T
V

番
組
で
こ
 

ん
な
特
集
を
見
た
こ
と
が
あ
り
 

ま
す
。
そ
の
特
集
と
い
う
の
は
 

「
老
人
福
祉
」
に
つ
い
て
で
し
 

た
。
寝
た
き
り
老
人
の
こ
と
や
 

ボ
ケ
た
人
な
ど
の
こ
と
が
と
り
 

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
老
人
 

の
お
世
話
を
す
る
家
族
の
人
の
 

大
変
さ
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
0
 

私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
寝
た
 

き
り
な
の
で
人
ご
と
と
は
と
て
 

も
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
右
の
手
が
マ
 

ヒ
し
て
あ
ま
り
使
え
ま
せ
ん
。
 

言
葉
も
う
ま
く
話
せ
ま
せ
ん
。
 

少
し
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
て
一
時
 

は
良
か
っ
た
よ
う
で
す
。
で
も
、
 

な
ぜ
か
そ
の
後
、
二
度
と
リ
ハ
 

ビ
リ
を
受
け
よ
う
と
は
し
な
く
 

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
寝
 

た
き
り
生
活
を
お
く
る
よ
う
に
 

な
り
ま
し
た
。
家
族
み
ん
な
で
 

会
い
に
行
く
と
、
泣
い
て
喜
ん
 

で
い
ま
し
た
。
私
達
家
族
だ
け
 

な

か

 

は
ら
 

金
田
中
 

年
 

中
 

原
 

で
な
く
、
お
父
さ
ん
の
兄
弟
の
 

家
族
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
会
い
 

に
行
き
ま
し
た
。
や
は
り
そ
の
 

時
も
喜
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
 

そ
の
時
の
姿
が
今
も
目
に
う
か
 

び
ま
す
。
 

老

人

ホ

ー

ム

に

は

、

 
ヘ 
ル。ハ 

ー
が
い
ま
す
が
、
ご
老
人
の
数
 

に
比
べ
て
ヘ
 
ル
。
ハ
ー
の
数
が
少
 

な
い
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
問
題
 

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

そ
の
人
達
が
ご
老
人
の
お
世
話
 

を
す
る
の
で
す
。
仕
事
は
山
の
 

よ
う
に
あ
る
し
、
人
手
は
足
り
 

な
い
し
で
、
き
っ
と
大
変
だ
ろ
 

う
な
あ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
 

ヘ 
ル
。
ハ
ー
の
人
数
を
増
や
し
た
 

方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
 
ヘ
ル
 

。
ハ
ー
の
仕
事
は
お
し
め
を
か
え
 

て
あ
げ
た
り
、
お
風
呂
に
入
ら
 

せ
て
あ
げ
た
り
、
食
事
を
食
べ
 

さ
せ
て
あ
げ
た
り
、
ま
た
何
か
 

の
会
を
開
い
た
り
と
、
苦
労
し
 

ま
 

。」
 

＼ 

真
由
美
 

て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
で
も
ヘ
 

ル
。
ハ
ー
の
人
達
が
一
生
懸
命
し
 

て
く
れ
る
の
で
、
き
っ
と
老
人
 

た
ち
は
喜
ん
で
い
る
こ
と
だ
ろ
 

う
と
思
い
ま
す
。
 

で
も
、
喜
ん
で
い
る
ご
老
人
 

だ
け
で
は
、
な
い
と
思
う
の
で
 

す
。
い
く
ら
動
け
て
も
言
葉
が
 

き
ち
ん
と
話
せ
て
も
、
 
ヘ
ル
。
ハ
 

ー
の
人
達
に
親
切
に
し
て
も
ら
 

っ
て
も
、
幸
せ
で
は
な
い
と
思
 

っ
て
い
る
ご
老
人
だ
っ
て
い
る
 

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ホ
ー
ム
に
 

入
ら
な
い
で
一
人
暮
ら
し
を
し
 

て
い
る
ご
老
人
の
話
も
T
V

で
 

よ
く
見
ま
す
。
 

例
え
ば
「
火
事
」
で
す
。
後
 

は
 
「
ど
ろ
ぽ
う
」
 
に
入
ら
れ
た
 

り
な
ど
、
や
は
り
困
っ
た
点
が
 

多
い
と
思
う
の
で
す
。
だ
か
ら
 

こ
そ
、
本
当
は
家
族
と
一
緒
に
 

住
み
た
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
 

う
か
。
そ
れ
が
で
き
ず
寂
し
い
 

思
い
を
し
て
い
る
ご
老
人
の
気
 

持
を
解
か
っ
て
あ
げ
た
り
、
カ
 

バ
ー
し
て
い
け
る
の
が
若
い
私
 

達
だ
と
思
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
、
ど
う
思
い
ま
す
 

か
。
ご
老
人
た
ち
へ
の
接
し
方
、
 

ご
老
人
た
ち
へ
の
言
葉
遣
い
に
 

気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
。
あ
な
 

た
の
優
し
い
一
」
「
ロ
で
、
ち
ょ
 
っ 

と
し
た
心
づ
か
い
で
ご
老
人
た
 

ち
を
幸
せ
に
し
て
あ
げ
る
こ
と
 

も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
 

あ
な
た
の
た
っ
た
一
言
や
行
動
 

で
傷
つ
い
て
い
る
人
も
い
る
と
 

思
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
先
、
ど
ん
ど
ん
お
 

年
寄
り
は
増
え
て
い
く
傾
向
に
 

あ
り
ま
す
。
温
か
い
心
で
見
守
 

っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
 

「
中
原
真
由
美
」
さ
ん
は
、
 

父
中
原
久
男
、
母
 
律
子
さ
ん
 

の
長
女
と
し
て
昭
和
 52 

年
6

月
 

24 

日
生
ま
れ
の
中
学
二
年
生
。
 

四
人
姉
弟
で
、
大
字
神
崎
一
〇
 

五
」
ハ
番
地
の
四
九
（
平
和
台
）
 

に
住
ん
で
い
ま
す
。
 

（
平
成
3

年
2

月
4

日
総
合
会
 

館
で
の
大
会
に
て
発
表
さ
れ
た
 

も
の
で
す
。
）
 

老
人
た
ち
に
幸
せ
を
あ
け
ま
し
 

ょ
う
。
み
な
さ
ん
の
力
で
…
・
：
。
 

い
ま
社
会
も
い
ろ
い
ろ
と
考
 

え
て
い
る
よ
う
で
す
。
例
え
ば
 

コ
 
マ
ー
シ
ャ
ル
で
し
て
い
る
 

「
二
世
帯
住
宅
」
や
一
人
暮
ら
 

し
の
老
人
の
家
を
訪
問
し
て
様
 

子
を
見
る
人
な
ど
が
い
る
の
で
 

す
。
私
は
と
て
も
い
い
方
法
だ
 

と
思
い
ま
す
。
他
に
も
で
き
る
 

こ
と
、
何
か
あ
る
の
で
は
な
い
 

で
し
ょ
う
か
。
自
分
た
ち
に
、
 

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
、
 

一
人
 

一
人
が
そ
れ
を
行
動
に
移
す
こ
 

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
 

そ
し
て
、
み
ん
な
の
力
で
、
 

ご
老
人
に
幸
せ
を
…
・
：
。
 

萩
壇
感
想
は
5
頁に） 

r
、
j
 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 1I

ノ 

次
の
方
々
よ
り
、
社
会
福
祉
 

協
議
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
 

し
た
。
 

今
後
の
社
会
福
祉
事
業
増
進
 

の
た
め
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
 

い
た
だ
き
ま
す
。
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
長
 

藤
川
 

義
臣
 

（
香
典
返
し
と
し
て
）
 

o
故
 

沖
島
 

進
 
様
 

人
 

見
 

沖
島
 
政
信
様
 

o
故
 

平
島
 
隆
治
様
 

東
金
田
 

平
島
 
久
子
様
 

o
故
 

柴
田
 

薫
 
様
 

人
 

見
 

柴
田
ミ
ツ
ル
様
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
 

着
用
を
H
】 

交
通
事
故
で
、
 
シ
ー
ト
ベ
 
ル
 

ト
を
し
て
い
な
い
人
 

百
人
に
一
人
死
亡
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
る
人
 

千
人
に
一
人
死
亡
 

十
倍
も
危
険
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幸
 

N
H
K
学
園
で
は
、
秋
の
生
 

涯
学
習
講
座
受
講
生
と
高
等
学
 

校
専
攻
科
の
生
徒
を
募
集
し
て
 

い
ま
す
。
 

◇
生
涯
学
習
講
座
（
通
信
講
座
）
 

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
 

め
の
書
道
・
硬
筆
・
俳
句
・
 

短
歌
な
ど
喝
講
座
で
す
。
 

申
込
受
付
 

ー
 10 

月
 31 

日
 

◇
高
等
学
校
 
専
攻
科
 

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
 

社
会
福
祉
コ
ー
ス
 

高
校
卒
業
後
、
2
年
間
の
 

学
習
で
「
N
H
K
学
園
福
祉
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
認
定
資
 

格
が
得
ら
れ
ま
す
。
 

申
込
受
付
 

ー
 10 

月
5

日
 

◇
案
内
書
等
の
請
求
は
 

〒
一
八
六
ー
〇
一
 

東
京
都
国
立
市
 

富
士
見
台
2
1

鉛
 

N
H
K
学
園
 

八
E

五
十
一
係
 

（
あ
な
た
の
郵
便
番
号
・
住
所
 

氏
名
・
電
話
番
号
、
そ
し
て
希
 

望
の
講
座
名
を
ハ
ガ
キ
に
明
記
 

し
て
請
求
を
。
）
 

◇
問
合
せ
先
 

容
0
4
2
5
1
7
2
1
3
1
5
1
 

広
く
住
宅
需
要
者
r

、
ま
い
 

づ
く
り
に
関
す
る
適
切
な
情
報
 

等
を
提
供
す
る
た
め
開
催
し
ま
 

す。 
ロ
会
 

期
 
10 

月
3

日
村
ー
 

，

く

 

、‘ノ 

(b

［
ロ
口
］
 

?I
、

 

（
四
日
間
）
 

( 10 

時
ー
 17 

時） 

ロ
会
 

場
 

福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
 

住
宅
機
器
展
示
場
 

福
岡
市
東
区
箱
崎
ふ
頭
 

5
1
8
1
 11 

ロ
そ
 
の

他

 
入
場
無
料
 

無
料
バ
ス
運
行
 

（
天
神
ー
特
設
駐
車
場
）
 

イ
ベ
ン
ト
広
場
等
も
あ
り
ま
 

す。 
ロ
間
合
せ
先
 

91 

福
岡
ホ
ー
ム
シ
ョ
ー
 

ガ
展
示
場
ま
つ
り
ガ
 

事
務
局
 

窓
0
9
2
1
6
5
1
1
1
8
1
5
 

一
僕
鍵
継
融
一
藤
一
一
一
義
一
 

一 

【
ー
ー
 

・
ー
ー
ー
灘
一
一
鱗
鷲
一
L
 

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
平
成
 

3
年
度
第
2

回
個
人
向
け
住
宅
 

（
新
築
・
購
入
）
融
資
の
受
付
を
 

し
て
い
ま
す
。
 

＠
受
付
期
間
 

ー
 10 

月
 11 

日
岡
 

中
古
住
宅
購
入
、
財
形
住
宅
ー
 

リ
フ
ォ
ー
ム
融
資
の
受
付
も
常
 

時
行
っ
て
い
ま
す
。
 

＠
受
付
期
間
 

ー
平
成
4
年
3

月
 19 

日
岡
 

＠
問
合
せ
先
 
住
宅
金
融
公
庫
 

福
岡
支
店
 

君
0
9
2
1
7
2
2
1
5
0
1
1
 

ま
た
は
、
最
寄
り
の
住
宅
金
 

融
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関
へ
 

一
道
路
標
識
週
間
 

一 

F
・・ーー 
10
 

月1
麟・マ7
日」 

今
年
も
 10 

月
1

日
か
ら
7

日
 

ま
で
全
国
一
斉
の
「
道
路
標
識
 

週
間
」
が
始
ま
り
ま
す
。
 

皆
さ
ん
が
車
を
運
転
さ
れ
る
 

時
に
は
、
い
ろ
ん
な
道
路
標
識
 

に
目
を
配
り
な
が
ら
走
っ
て
い
 

ら
つ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
よ
う
。
 

特
に
、
案
内
標
識
は
現
在
位
 

置
や
行
先
、
距
離
な
ど
を
示
し
‘
 

私
た
ち
を
目
的
地
ま
で
的
確
に
 

1'
 

誘
導
し
て
く
れ
ま
す
。
目
的
地
 

に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
 

し
、
安
心
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
 

よ
り
安
全
な
走
行
が
で
き
る
の
 

で
す
。
 

案
内
標
識
が
な
か
っ
た
ら
、
 

迷
走
や
遠
回
り
が
多
く
な
り
、
 

イ
ラ
イ
ラ
や
不
安
に
よ
る
交
通
 

事
故
が
増
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
 

こ
の
よ
う
に
、
案
内
標
識
は
大
 

切
な
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
 

県
で
は
、
道
路
標
識
（
特
に
 

案
内
 

識
）
の
点
検
・
整
備
に
 

努
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
 

標
識
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
 

要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
 

な
く
お
寄
せ
下
さ
い
。
 

△
問
合
せ
先
 

福
岡
県
田
川
土
木
事
務
所
 

費
岡
1
1
6
0
 

福
岡
県
土
木
部
 

道
路
維
持
課
防
災
係
 

r
ー
ー
難
鷺
鱗
麟
織
）
麟
麟
響
」
 

《
自
動
車
を
 

運
転
し
て
い
る
と
き
》
 

も
し
運
転
中
に
地
震
を
感
じ
 

た
ら
、
慌
て
て
急
停
車
し
な
い
 

で
、
ハ
ン
ド
ル
を
し
っ
か
り
握
 

り
、
徐
々
に
速
度
を
落
し
て
い
 

き
ま
し
よ
、
つ
。
 

消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の
緊
 

急
車
両
の
交
通
を
確
保
す
る
た
 

め
、
道
路
の
左
側
に
停
車
し
、
 

エ
ン
ジ
ン
を
切
っ
て
、
カ
ー
ラ
 

ジ
オ
で
情
報
を
聞
く
よ
う
に
 

し
ま
す
。
 

ま
た
、
車
か
ら
離
れ
る
と
き
 

は
、
キ
ー
を
つ
け
た
ま
ま
に
し
 

て
お
き
ま
す
。
 

近
く
に
広
場
が
あ
る
と
き
は
、
 

そ
こ
に
一
時
避
難
し
て
、
様
子
 

を
見
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
 

中
高
年
齢
労
働
者
 

受
講
奨
励
金
制
度
 

（ご 

案
内
）
ー
 

定
年
退
職
後
の
再
就
職
等
に
 

備
え
て
自
己
啓
発
の
た
め
、
専
 

門
学
校
等
が
実
施
す
る
通
学
制
・
 

通
信
制
の
教
育
訓
練
を
受
講
す
 

る
中
高
年
齢
労
働
者
（
妬
才
ー
 

餌
才
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
）
 

に
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
直
接
 

助
成
す
る
制
度
で
す
。
 

〇

支

給

額

 

妬
才
ー
柏
才
 

教
育
訓
練
施
設
（
専
門
学
 

校
等
）
に
支
払
っ
た
入
学
料
 

及
び
受
講
料
の
合
計
額
の
 

四
分
の
ー
の
額
 

(5

万
円
ま
で
）
 

50 

才
ー
一
才
 

前
記
の
合
計
額
の
 

一
一
分
の
ー
の
額
 

( 10 

万
円
ま
で
）
 

一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
 

で
、
左
記
ま
で
お
た
ず
ね
を
。
 

〇
問
合
せ
先
 

福
岡
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
 

容
0
9
2
1
2
6
2
1
2
7
0
0
 

飯
塚
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
 

〒
8
2
0
 

飯
塚
市
大
字
粕
の
森
 

関
1
9
 

躍
0
9
4
8
1
2
2
1
4
0
1
8
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1

・工 月
 

Q
〕 

麟
薬
議
一
麟
一
 

灘
綿
麟
麟
灘
鍛
難
 

一 

買
い
ま
し
ょ
う
ド
 

許
可
店
の
お
米
は
品
質
の
保
 

証
さ
れ
た
安
全
な
お
米
で
す
。
 

許
可
店
を
見
分
け
る
方
法
は
 

次
の
と
お
り
で
す
。
 

一 

許
可
店
は
、
知
事
の
調
リ
ー
 

幽
を
店
内
の
見
や
す
い
場
所
 

に
掲
示
し
て
い
ま
す
。
 

二
 

許
可
店
は
、
許
可
店
で
あ
 

る
こ
と
を
示
す
翻
劃
を
店
頭
 

に
設
置
し
て
い
ま
す
。
 

三
 
許
可
店
は
、
チ
ラ
シ
等
の
 

さ施や 

百
又
体
み
に
 

何
回
毛
毎
 に
 

合
？
た
も
の
 

た
か
、
ろ
 

お
余
曳
か
 

与
く
今
、
て
 

・
‘
し
、
一
 

、

 

た
わ
 

田
R

を
行
う
場
合
に
は
頑
 

圏
を
記
載
し
て
い
ま
す
o
 

O
間
合
せ
先
 

福
岡
県
農
政
部
 

生
産
流
通
課
食
糧
係
 

智
0
9
2
1
6
5
1
1
1
1
1
1
 

鷲
綴
難
鱗
難
）
鷲
鷲
綴
繊
 

（
お
ね
が
い
）
 

平
成
筑
豊
鉄
道
 

開
業
以
来
、
踏
切
事
故
 

が
三
件
も
発
生
し
て
い
ま
 

す
。
踏
切
で
の
事
故
を
防
 

止
す
る
た
め
、
次
の
こ
と
 

を
守
り
ま
し
よ
う
。
 

①
踏
切
で
は
、
人
も
車
も
 

必
ず
止
ま
っ
て
、
左
右
の
 

安
全
の
確
認
を
し
ま
し
よ
 

、つ。 
②
警
報
機
が
鳴
り
始
め
た
 

ら
必
ず
待
ち
ま
し
よ
う
。
 

⑧
踏
切
内
で
の
無
理
な
離
 

合
は
事
故
の
も
と
で
す
。
 

お
互
い
譲
り
合
い
ま
し
よ
 

、つ。 

④
列
車
が
通
過
し
て
も
、
 

反
対
方
向
か
ら
の
列
車
が
 

近
づ
い
て
く
る
こ
と
も
あ
 

り
ま
す
。
も
う
一
度
、
左
 

右
を
確
か
め
、
警
報
機
が
 

鳴
り
終
わ
る
ま
で
踏
切
内
 

に
絶
対
入
ら
な
い
よ
う
に
 

し
ま
し
よ
、
つ
。
 

⑤
ェ
ン
ス
ト
な
ど
で
踏
切
 

内
に
車
を
立
ち
往
生
さ
せ
 

た
時
は
、
踏
切
非
常
ボ
タ
 

ン
を
押
す
か
、
携
帯
し
て
 

い
る
発
煙
筒
、
ま
た
は
そ
 

の
他
の
方
法
に
よ
り
列
車
 

を
停
止
さ
せ
て
か
ら
、
速
 

か
に
車
を
踏
切
外
に
畠
す
 

よ
う
に
し
ま
し
ょ
、
つ
。
 

⑥
人
も
車
も
お
互
い
に
交
 

通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
 

、つ。 ★
間
合
せ
先
 

田
川
郡
 

金
田
町
大
字
金
田
 

1
1
4
5
1
2
 

容
羽
1
0
0
0
 

ノ
I
ー
、
 

お
か
す
モ
」
 

一「喧遮 

/

I

 

、、」 戸
四
ノ
己
 

ヘ
 

・
 

一
 

ト
毎
日
 

海
に
 

、」よ 
、、j 

八〕 戸
 

一 

一 

<
 

(
 

ク
 

/
 

一 

碑
」
躍
！
露
 

一

 

／

 

一

 

二

‘

 

14 
,
 

ー
ノ
 

，
ー
ノ
 んI 

ぐ～足 
動物愛護週問 

(9 月20--25日） 

、一 

県
警
本
部
で
は
、
ム
 

「
身
元
確
認
強
調
月
問
 

と
し
て
「
相
談
所
」
虹
 

ま
す
。
家
を
出
て
行
七
 

ら
な
い
な
ど
の
相
談
什
 

な
る
と
き
は
、
写
真
h
 

か
り
と
な
る
も
の
を
）
 一 

麟
ド
 

7
年
も
 

回
」
行
事
 

a
特
設
し
 

ル
が
わ
か
 

八
お
い
で
 

●
ど
手
が
 

」
持
参
下
 

さ
い
。
 

◆

特

設

日

 

鱗
 

」
」
？
認
f
」
占
〕
」
 

6
日
ー
 10 

日
 

（
五
日
間
）
 

9
時
ー
 16 

時
 

◆
場
 

所
 

福
岡
県
警
察
本
部
 

一
階
1
4
4
会
議
室
 

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
 

門
‘
ー
 
ワ
I
 

◆
間
合
せ
先
 

福
岡
県
警
察
本
部
 

刑
事
部
鑑
識
課
 

公
0
9
2
1
6
4
1
1
4
1
4
1
 

新
 

刊
 

案
 

・内 

中
央
公
民
館
図
書
室
P
 

・
0
1
5

才
児
の
世
界
（
六
邑
一
 

一 

ョ
ロ
三
i

ノ．一士L
‘
「
ノ
【
さ
 
J
ョー 

ー 

・
日
本
列
島
 

・
日
本
の
血
 

・
戦
争
を
知
っ
て
い
ま
す
か
 
一 

・
サ
ル
の
国
高
崎
山
 

・
真
夜
中
は
別
の
顔
（
上
下
）
 

・
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
（
上
）
 

一
・
古
典
童
話
空
想
物
語
 

・
古
典
童
話
歴
史
冒
険
物
語
 

・
古
典
童
話
少
年
少
女
物
語
免
 

・
ホ
ー
ム
ズ
全
集
 

・
日
本
の
天
然
記
念
物
 

・
四
季
の
花
ご
よ
み
 

・
探
訪
 

日
本
の
庭
 

・
配
色
事
典
シ
リ
ー
ズ
 

・
日
本
の
古
典
文
学
 

‘
ル
パ
ン
全
集
 

・
戦
争
体
験
の
お
話
特
選
 

・
鈴
木
健
二
 

一
日
一
訓
 

一
・
鈴
木
健
二
人
生
名
言
3
結
旨
」
 

溺
警
扱
賛
‘
繊
鷺
議
し
て
い
ま
 

す
。
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
 

ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
図
書
 

の
リ
ク
溝
ス
溶
熱
お
ね
が
い
し
 

ま
す
。
 

織
難
難
難
麟
鍛
 

一
試
合
が
終
わ
っ
た
後
、
相
手
 

冨
援
団
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
の
 

事
今
マ
ナ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
 

が
、
先
月
4

日
の
子
ど
も
会
夏
 

期
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
折
、
余
程
 

試
合
に
負
け
た
の
が
く
や
し
か
 

っ
た
の
か
、
そ
れ
を
し
な
か
っ
 

た
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
し
た
。
 

そ
の
チ
ー
ム
の
地
元
で
は
地
 

区
を
あ
げ
て
、
あ
い
さ
つ
運
動
 

に
取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
、
こ
 

の
運
動
の
成
果
が
間
わ
れ
て
い
 

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

・
証
言
全
国
水
平
社
 


